Environmental Research and Education at Nagasaki University : a Foollow-up of my Final Lecture by 山崎 素直 & Yamazaki Sunao
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determination of betaines in higher plants by
capilaryelectrophoresisatlow pH",Phytochem.
Anal.,13,1891194(2002).
ll)宋若苛,修士論文 ｢オオムギの耐塩性の品種間差
に関する分析化学的研究｣(長崎大学大学院環境
科学研究科,平成 17年 3月)
12)張経華,西村直記,坂田信二,尾崎美果,武田
和義,山崎素直 ｢キャピラリー電気泳動法によ
るオオムギ品種における環境ストレス耐性の評
価｣分析化学,52,1209-1213(2003).
13)前田秀樹,修士論文 ｢底質試料を用いた大村湾
の環境評価に関する基礎的研究｣(長崎大学大学
院生産科学研究科,平成 18年 3月)
14)山崎素直,前田秀樹,｢底質中の無機元素の定量
による大村湾の環境評価に関する研究｣,長崎大
学環境科学部文理融合プロジェクト｢大村湾再生
-その自然生態系保全と文化的意義の再認識に
関わる総合環境科学研究｣(2006.3,長崎)
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